
男性更年期
政府の「骨太の方針」に明記 リスクがわかる

男性のホルモン値低下は

ゆるやかで気づきにくい

活力低下、そのままにしていませんか？
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原因はホルモンかもしれません 
治療で改善できる場合があります

導入クリニック続々決定！ 医療関係者の声

男性更年期などの不調は潜在ニーズがあり健診での早期把握に価値がある

政府の「骨太の方針」に明記された　今後注目を集める分野であると認識

結果レポートが非常に丁寧につくり込まれている

男性向け健診メニューの不足はずっと課題だった 検査申し込み後の流れは裏面へ



メンズヘルス検査申し込み後の流れ
本検査は、男性ホルモンの低下、ストレスホルモンの蓄積、肥満ホルモンの乱れ、それぞれ３つの変化を血液検査
をもとに正確な数値で分析し、評価できます。

Step 1

オプション検査の申込

Step 2

問診票の事前記入

Step 3

問診票提出・採血

Step 4

結果のお渡し

・AMS（男性更年期症状） 
・AIS（睡眠症状）
を事前に記入します

※本フローは一例です。実際の運用は医療機関ごとに異なります。

検診オプションとして 
「メンズヘルス検査」を申し込む

検査当日に問診票を提出 
採血を実施します

ほかの検診結果と合わせた 
レポートをお渡しします

自分の男性ホルモン値、同年代で 低い？高い？
検査後にお渡しするレポートでは、総合的な結果の評価だけ
でなく、男性ホルモン・ストレスホルモン・肥満ホルモンそ
れぞれの評価を具体的にご確認いただけるほか、ご自身の男
性ホルモン値と同年代の平均値を比較したグラフ等を確認す
ることもできます。



また、評価だけでなく、どのような生活改善の手段があるの
か、具体的なアイデアもまとめています。継続的に検査を受
けていただくことで、心と体の両面から、生活満足度の向上
を検討することができます。

よくある質問
※レポートの内容は更新される可能性があり、実際と異なる場合があります。

Q1
血液検査は２回必要？

いいえ！採血は一度だけでOK。
通常の採血分だけで、同時に追
加項目が検査できます。

Q2
通常の検診で十分では？
通常の検診では見られない項目を
見ることで、体調不良・肥満に関
する男性特有の原因に気づくこと
ができるかもしれません。

Q3
結果が悪いときはどうすれば？
検査レポートでは、評価をもとにした
具体的な推奨アクションも紹介してい
ます。ぜひ参考にしてみてください。

免責事項
◎本サービスは、医療行為として、疾患に罹患しているかどうかの「診断」に代わるものではなく、また確定的な診断を行うものではあ
りません。

◎分析結果として示されるリスクが高い場合に、疾患に罹患していることを示すものではありません。

◎分析結果として示されるリスクが低い場合でも、疾患に罹患していない、あるいは罹患しないことを保証するものではありません。

◎入力された数値や測定条件によっては、正確な分析結果が得られないことがあります。

◎各項目の基準値は、日本人間ドック学会および、その他健診項目に関連する学会や検査機関団体等が公表している基準範囲、基準値、
判定値とされる数値を基に設定しています。

◎各項目の判定は、健診での検査値を、日本人間ドック学会等が決定している下記の判定区分に基づいて判定しているため、受診した医
療機関と判定が異なることがあります。

運営会社
本サービスは、Moon Creative Lab Inc.内
で発足した「allmon」プロジェクトチー
ムが運営しています。allmonプロジェク
トは、「すべてのホルモンの状態を可視化
し、変化を実感できる体験へ再構築す
る」ことを目標としています。
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